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試 験 種 別 試 験 科 目 専 門 分 野

第１種伝送交換主任技術者
専門的能力 伝 送

第２種伝送交換主任技術者

問１ ＡＴＭシステムに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＡＴＭノードの基本的機能について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＡＴＭネットワークでの交換ノードにおけるセル交換機能は、入力回線に対応した部分で

ＶＣＩ値などのヘッダ情報を保持している (ア) と、セルを目的の出回線に転送する

ＡＴＭスイッチなどから実現される。ヘッダ情報のルーチングフィールドとして、 (イ)

及びＶＣＩが用意されており、コネクションの設定制御により、ＶＣＩ値と出回線の情報が

(ア) のテーブルに書き込まれる。

一般に、ＡＴＭスイッチでは、ハードウェアが、 (ウ) の情報内容によってあて先の出

回線にセルを転送する。このとき、あたかもセル自身があて先の出回線を選択して進むように

見えるため、ＡＴＭスイッチは、 (エ) ルーチングスイッチともいわれる。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＧＦＣ ② セルヘッダ ③ セルフ ④ テーブル制御部

⑤ ＰＯＨ ⑥ タスク ⑦ ＨＥＣ ⑧ ヘッダ変換部

⑨ ＶＰＩ ⑩ トランク ⑪ システム ⑫ ＴＵポインタ

⑬ ＰＴ ⑭ ＳＯＨ ⑮ ＡＵポインタ

(２) 次の文章は、ＡＴＭシステムの機能などについて述べたものである。 内の(オ)～

(ク)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。(３点×４＝１２点)

(ⅰ) ＡＴＭアダプテーションレイヤ・タイプ１(ＡＡＬタイプ１)について述べた次のＡ～Ｃの文

章は、 (オ) 。

Ａ セル損失及び誤挿入の検出は、セル分割・組立サブレイヤプロトコル・データユニット

(ＳＡＲ－ＰＤＵ)のシーケンスナンバフィールドを用いて行われる。

Ｂ 可変速度型のデータ転送サービスについて規定している。

Ｃ コンバージェンスサブレイヤ(ＣＳ)の機能として、ソースクロックの再生機能がある。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅱ) ＡＴＭネットワークの基本的なプロトコル構成における転送プレーンの役割について述べた

次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ Ｃプレーンは、ユーザ端末間でのユーザ情報転送のために必要なエンド・ツー・エンドの

仮想コネクションを設定するために用いられる。

Ｂ Ｕプレーンは、上位層プロトコルデータやアプリケーションデータの送受を行うために用

いられる。

Ｃ Ｍプレーンは、ユーザ端末やネットワークでの故障情報、ネットワークの設備構成情報及

び通信品質などの管理情報を必要に応じて相互にやりとりするインタフェースを提供する。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅲ) ＯＡＭセルの構造と機能について述べた次の文章は、 (キ) が正しい。

<(キ)の解答群>

① ＯＡＭセルにおけるセルヘッダは、５ビットで構成され、Ｆ４フローは特定

のＰＴＩ値により、Ｆ５フローはＶＣＩ値により識別される。

② Ｆ４ＯＡＭフローは、ネットワーク・ノード間の接続を意味するセグメント

フローやエンド・ツー・エンドフローのＶＰコネクションレベルで用いられる。

③ Ｆ５ＯＡＭフローは、セグメントフロー及び仮想チャネルコネクションのエ

ンド・ツー・エンド間の運用管理のためのものであり、物理レイヤでの中継器

セクションレベルで用いられる。

④ ＯＡＭセルの機能として、故障検出・通知機能、品質管理機能及びコネクシ

ョンが実際に設定されているか否かを発信側で自立的に検出することが可能な

コーディネーション機能がある。

(ⅳ) ＡＡＬ(ATM Adaptation Layer)プロトコルとサービスクラスについて述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① ＡＡＬは、セル分割・組立サブレイヤとコンバージェンスサブレイヤに大

別できる。

② ＡＡＬサービスクラスＣのコネクション形データ転送サービスのためのプ

ロトコルとして、ＡＡＬタイプ３／４及びＡＡＬタイプ５が規定されている。

③ ＡＡＬサービスクラスＢの低速度音声通信サービスのためのプロトコル

として、ＡＡＬタイプ５が規定されている。

④ ＡＡＬサービスクラスＤのコネクションレス形データ転送サービスのため

のプロトコルの一つとして、ＡＡＬタイプ３／４が規定されている。
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問２ 光ファイバ伝送システムに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、光ファイバ伝送システムの概要について述べたものである。 内の(ア)

～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の

同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

現在、光ファイバ伝送システムにおいて多く用いられている光信号の変復調方式として、

(ア) 変調・直接検波方式がある。光伝送システムの送信系の多重変換装置において多重

化された電気信号は、 (ア) 変調・直接検波方式により光信号に変換され、光ファイバ伝

送路に送出される。

光ファイバ伝送路において減衰した光信号は、中継装置により増幅され、光ファイバ伝送路

に再送出される。受信系においては、光信号は電気信号に変換され、多重変換装置により元

の電気信号に変換される。

受信系における信号雑音としては、光の粒子のゆらぎに起因する (イ) 、熱雑音などが

挙げられる。また、受信信号の (ウ) が規定値を満足することのできる所要の受光レベル

は、誤り率を一定値以下に抑えるための重要なパラメータとなっている。

中継装置としては、光信号を光－電気変換、電気－光変換を介すことを行わずに光信号を直

接増幅する (エ) が実用化され、長距離大容量伝送システムに広く用いられている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 熱雑音 ② ＴＤＭ ③ 線形中継装置 ④ 信号対雑音比

⑤ 光の干渉 ⑥ 量子化雑音 ⑦ 光強度 ⑧ 端局中継装置

⑨ 結合器 ⑩ ラマン散乱 ⑪ ＰＣＭ ⑫ ショット雑音

(２) 次の文章は、光ファイバ伝送システムにおける基本的な構成と特徴などについて述べたもので

ある。 内の(オ)、(カ)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号

を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 光ファイバ伝送システムに用いられるＬＤについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ ＬＤでは、半導体の伝導帯の電子と価電子帯の正孔の再結合によって発生する光のうち、

主に自然放出光による光が用いられる。

Ｂ ＬＤは、一般的に、高出力、狭スペクトラムで、かつ、速い周波数応答特性を有するため、

伝送速度が数十 Ｇbit／s 程度までの光ファイバ伝送方式に用いられる。〔 〕

Ｃ ＬＤは、その構造により、多数の縦モード発振を伴うファブリペローＬＤと活性層に回折

格子構造を有し、単一縦モードで発振する分布帰還形ＬＤとに大別される。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅱ) 光ファイバ伝送システムに用いられる光ファイバの特性について述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(カ) 。

Ａ シングルモード光ファイバにおける分散要因は、モード分散と構造分散が主なものであり、

材料分散は含まれない。

Ｂ 光ファイバ伝送システムで用いられる伝送帯域は、定量的には光ファイバのベースバンド

周波数特性における６dＢ帯域幅という表現で表される。

Ｃ 光ファイバのベースバンド周波数特性は、メタリック平衡対ケーブルや同軸ケーブルと比

較して非常に広帯域である。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光信号の雑音特性について述べた次の文章は、 (キ) が正しい。

<(キ)の解答群>

① 光増幅器では、光信号の誘導増幅と同時に増幅器からのＡＳＥ(Amplified

Spontaneous Emission)が発生するが、これによる雑音の相加はない。

② 光伝送系の劣化要因の一つである波形劣化には、光ファイバの波長分散と発

光素子のスペクトラムの時間変動によるビート雑音がある。

③ 光伝送系の劣化要因の一つである雑音には、発光素子からの信号に重畳され

ている発光源雑音、光増幅器のＡＳＥ、受光信号がない場合でも受光素子の中

を流れる暗電流による雑音などがある。

④ 光増幅器の雑音特性は、雑音指数ＮＦ(Noise Figure)で評価される。ＮＦ

は、信号と雑音の比率(ＳＮＲ)の入出力比を採り、次式で表せる。

ただし、(ＳＮＲ) は、入力側での信号と雑音の比率、(ＳＮＲ) は、input output

出力側での信号と雑音の比率を表す。

output(ＳＮＲ)
ＮＦ ＝

input(ＳＮＲ)
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(４) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光増幅器について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 光増幅器には、誘導ラマン散乱などの非線形光学効果を用いたものがある。

② 光増幅器には、光の自然放出現象を利用したものとして、光ファイバに希土

類イオンを不純物として添加した光ファイバ増幅器がある。

③ 半導体光増幅器は、入射光により伝導帯の電子と価電子帯の正孔が再結合し、

入射光の位相に同期した光が誘導放出される現象を利用して光増幅を行う。

④ エルビウム添加光ファイバ増幅器は、１.５５μｍ波長帯において高い利得

特性と低雑音特性を有する。

問３ 中継伝送路としてのＩＰネットワークに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、高速ルータ技術の概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に

最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号

は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

従来、広帯域を提供できるＡＴＭ－ＬＡＮやギガビットイーサネットと、専有帯域を提供で

きるスイッチングハブなどの組合せにより、レイヤ２レベルでの高速ネットワークが実現さ

れてきた。インターネットのような広帯域ネットワークでは、ルータが提供してきた拡張性や

インテリジェント性などのレイヤ３以上の機能が不可欠になってきている。このため、ルータ

を複数経由することにより累積されるデータ転送における (ア) を可能な限り短縮し、急

激に進化するレイヤ２の伝送速度を維持しながら、高速にレイヤ３処理を行うことを目的とし

たレイヤ３スイッチング技術が登場した。

これらの高速レイヤ３スイッチの実現方法は、一般に、パケット・バイ・パケット方式と

(イ) 方式に大別できる。

パケット・バイ・パケット方式は、基本的には、ユーザ間でやり取りするパケットをレイヤ

３スイッチでパケットごとにルーチング処理などにより相手ユーザに転送する従来のルータ

と同じ方式であるが、 (ウ) などを用いて処理の高速化を実現している。

(イ) 方式では、同一コネクションにおいて、ネットワークの入り口のレイヤ３スイ

ッチに最初に到着したパケットのみを用いてルーチング処理が行われ、後に続くパケットはレ

イヤ２ベースでの情報に基づいてスイッチング処理が行われる。また、後続のルータでは、レ

イヤ２ベースでの情報に基づいたスイッチング処理が行われるので、ユーザ間通信の高速化を

実現することができる。このための技術として、 (エ) などが用いられている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＦＤＤＩ ② カットスルー ③ ＩＧＭＰ ④ トラヒックフロー

⑤ ＭＰＬＳ ⑥ ＩＰｖ６ ⑦ スループット ⑧ ロードシェア

⑨ ＯＳＰＦ ⑩ 遅延時間 ⑪ マルチキャスト ⑫ リアルタイム

⑬ ＢＰＧ４ ⑭ ＡＳＩＣ ⑮ ショートカット



伝6

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰネットワークにおけるＴＣＰ／ＩＰの階層モデルについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(オ) 。

Ａ リンク層は、ネットワークインタフェース層ともいわれ、オペレーティングシステムとハ

ードウェアとの対応のためのものとしてデバイスドライバがある。

Ｂ インターネット層は、ＯＳＩ参照モデルでの第３層に相当するものであり、発信ホストか

らあて先ホストへパケットを送り届けるためのルーチング制御などが行われる階層である。

Ｃ トランスポート層は、ＯＳＩ参照モデルでの第４層に相当するものであり、通信の高度な

信頼性を保証するものとしてＴＣＰプロトコルがある。トランスポート層で扱われるメッセ

ージの単位は、フレームといわれる。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰネットワークのバックボーン伝送方式について述べた次の文章は、 (カ) が正しい。

<(カ)の解答群>

① ＩＰ over ＡＴＭは、ＩＰパケットをＡＴＭアダプテーション層とＡＴＭ層にお

いてセル化し、ＡＴＭのセルとして転送する方式である。ＡＴＭ層では、制御情報

としてＩＰパケットの前にヘッダ、後にトレイラが付加される。

② ＩＰ over ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴは、ＩＰパケットをＰＰＰ(Point to Point

Protocol)フレームに収容し、ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴ伝送路で転送する方式であり、

ＰＯＳ(Packet Over SDH/SONET)インタフェースがＩＰルータに備えられる。

③ ＩＰ over ＷＤＭは、ＩＰルータにＷＤＭ機能を内蔵させることにより、ＡＴＭ

装置を介してＩＰパケットを転送する光伝送方式である。

④ ＩＰ overイーサネットは、ＩＰパケットをイーサネット上で転送する方式である。

また、イーサネット上での１フレームの扱える標準的なデータ長は、一般に、最大

４,０９６バイトである。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰネットワークで広く用いられている中継用機器の機能について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① レイヤ２スイッチは、ＯＳＩ参照モデルのデータリンク層で動作する中継用

機器である。

② レイヤ２スイッチは、パケットの先頭にあるヘッダに格納されているＭＡＣ

アドレス情報などを用いて、スイッチング処理を行う。

③ レイヤ３スイッチは、パケットのアプリケーションヘッダに格納されている

ＩＰアドレス情報を用いてＩＰルーチング処理を行う。

④ レイヤ４スイッチは、パケットのＴＣＰヘッダなどに格納されているポート

番号情報を用いて、スイッチングを行う。ポート番号情報により、パケットが

対応するアプリケーションの種類を特定することができる。

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰネットワークでのマルチキャスト方式について述べた次の文章のうち、誤っているもの

は、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① マルチキャスト方式は、複数の特定の相手端末機器へ同時にデータを伝送す

る選択同報形伝送方式であり、ブロードキャスト方式は、不特定多数の相手端

末機器へ同時にデータを伝送する放送形伝送方式である。

② マルチキャストグループによる効率の良い通信を実現するため、マルチキャ

ストグループ管理技術やサブネットの内外に対するマルチキャストパケットを

転送する技術が必要である。

③ マルチキャストアドレスは、各サブネット上にあるマルチキャストグループ

のメンバーに対して割り当てられたアドレスであり、ＩＰアドレスとしては、

ユニキャストアドレスと同様にクラスＡ、Ｂ、Ｃが用いられる。

④ マルチキャスト方式は、帯域幅の無駄な消費やグループに関係のないホスト

へのパケット送信を回避し、特定多数に対する効率の良い伝送を行うことがで

きる。
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問４ ｘＤＳＬに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ｘＤＳＬの概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適

したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

ｘＤＳＬは、メタリックケーブル等を用いた高速ディジタルアクセス伝送技術である。電話

回線に用いられているメタリックケーブルをそのまま利用したとき、電話の音声信号とは異な

る高い周波数の信号を用いてデータを送受信することができる。このため、通話中でもデータ

通信を同時に行うことができるとともに、データ通信は、通信の都度にダイヤル操作を行わな

くとも (ア) による利用が可能である。

代表的なｘＤＳＬとして、１対のメタリックケーブルを用いたＡＤＳＬがある。

また、他の方式として、１対のメタリックケーブルを用い、端末側からの上り信号と端末側

への下り信号のデータ伝送速度が対称の (イ) 、２対又は３対のメタリックケーブルを用

い、端末側からの上り信号と端末側への下り信号のデータ伝送速度が対称の (ウ) がある。

さらに伝送可能距離が１ kｍ 程度までと、比較的短い距離であるが、アクセス回線の一部

に光加入者ケーブルを用い、端末側からの上り信号と端末側への下り信号のデータ伝送速度が

非対称であり、上り信号のデータ伝送速度が最大１.５ Ｍbit／s ～２ Ｍbit／s 程度まで、〔 〕 〔 〕

下り信号のデータ伝送速度が最大５２ Ｍbit／s 程度まで可能とされる (エ) などがある。〔 〕

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＨＤＬＣ ② ＳＳＬ ③ ＦＴＴＨ ④ リンク・バイ・リンク

⑤ ＶＤＳＬ ⑥ 常時接続 ⑦ ＳＤＳＬ ⑧ ダイバーシティ

⑨ ＨＤＳＬ ⑩ ＸＭＬ

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ｘＤＳＬについて述べた次の文章は、 (オ) が正しい。

<(オ)の解答群>

① ブリッジタップのあるメタリックケーブルでは、結合損失や放射損失などの

信号伝送特性に影響を生ずる。

② 音声信号と高周波信号の分離を行う機器は、ＤＳＬモデムといわれる。

③ ｘＤＳＬの誤り訂正符号は、一般に、リード・ソロモン符号やトレリス符号

が用いられている。

④ ＶＤＳＬの下り信号に用いる周波数帯域は、１３８ ｋＨz ～１,１０４〔 〕

ｋＨz が用いられている。〔 〕
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(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＡＤＳＬについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 上り信号及び下り信号のデータ伝送速度が遅くなる要因には、一般に、伝送距離が長くな

ることや回線に混入するノイズ環境などが挙げられる。

Ｂ ＡＤＳＬは、ＩＳＤＮ回線と同一のケーブル内に収容する場合、近端漏話を生ずることが

ある。

Ｃ 漏話雑音量に応じて近端漏話区間用と遠端漏話区間用のビットマップを切り替えること

により、ＩＳＤＮ回線の影響を低減化し、伝送特性の改善を図る技術は、ＤＢＭ(Dual Bit

Map)方式といわれる。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ｘＤＳＬに用いられる変調方式などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＣＡＰ(Carrierless Amplitude／Phase Modulation)方式は、上り信号と下り信

号に搬送波を一つずつ使う方式である。

② ＤＭＴ(Discrete Multi-Tone)方式は、ＡＤＳＬに用いられるＩＴＵ－Ｔ勧告に

よる標準方式である。ＤＭＴ方式に用いられる周波数帯域は、多数の狭帯域な搬

送波に分割されている。

③ ＣＡＰ方式は、音声周波数帯域外の低い周波数帯域に下り信号を用いるもので

あり、ＤＭＴ方式と比較して変調機器の構成が複雑で、製造コストも高いとされ

る。

④ ＤＭＴ方式では、ＱＡＭ変調による符号化方式が用いられている。



伝10

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＴＵ－Ｔ勧告によるＡＤＳＬの国際標準規格について述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(ク) 。

Ａ Ｇ.９９２.１は、フルレート高速型の標準規格であり、Ｇ.dmtと略称される。

Ｂ Ｇ.９９２.２は、スプリッタレス低速型の標準規格であり、Ｇ.liteと略称される。

Ｃ Ｇ.９９２.１とＧ.９９２.２には、日本方式のＩＳＤＮとの干渉を最小限にするための方

式として、付属勧告Ａｎｎｅｘ－Ｂ(日本仕様)がある。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

問５ 通信ネットワークの伝送品質等に関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、エンド・ツー・エンドサービスの伝送品質について述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただ

し、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

一般に、伝送交換システムのエンド・ツー・エンドサービスの実現方法は、 (ア) 方式

とパケット交換方式に分類される。 (ア) 方式は、通信需要に対して回線を設定する

(イ) 型のエンド・ツー・エンドサービスであるため、データ転送速度や伝送遅延に対し

て一定の品質を保証することが容易に可能である。また、パケット交換方式は、 (イ) 型

及び (ウ) 型のエンド・ツー・エンドサービスに分類される。

(ウ) 型のパケット交換方式を用いたエンド・ツー・エンドサービスは、情報処理技術

により、ある程度の品質の保証は可能であるが、エンド・ツー・エンドサービス全体の品質を

アプリケーションごとに保証することは、一般に、困難であるため、品質の保証を行わないサ

ービスとして、 (エ) 型のエンド・ツー・エンドサービスがある。

<(ア)～(エ)の解答群>

① フェーズ ② ストリーム ③ ギャランティー

④ ＳＴＭ ⑤ コネクション ⑥ ベストエフォート

⑦ 回線交換 ⑧ スループット ⑨ バーチャルチャネル

⑩ パラメータ ⑪ データリンク ⑫ コネクションレス
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ディジタル専用線等における符号誤りなどについて述べた次の文章のうち、誤っているもの

は、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 符号誤りを表す指標の一つとして、ＣＩＲ(Committed Information

Rate)がある。

② 符号誤り時間率を表すための指標の一つとして、％ＥＳ(％ Errored

Second)がある。

③ ランダム的に発生するビット誤りと、バースト的に発生するビット誤

りは、常に同時に発生するとは限らない。

④ ディジタル専用線を用いたパケット通信サービスでは、ビット誤りが

ランダム的に発生するとき、ＢＥＲ(Bit Error Rate)からパケット誤り

率を求めることができる。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰネットワークにおけるＱｏＳ(Quality of Service)について述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(カ) 。

Ａ ＩＰネットワークでのアプリケーションフローの転送において、トラヒック特性に合わせ

た通信品質を保証するために必要な帯域幅の確保、低遅延、小さな遅延変動、低パケット破

棄率などを保証するサービス方式として、ＩｎｔＳｅｒｖ(Integrated Service)がある。

Ｂ ＩＰネットワークでのトラヒックが属するサービスクラス(音声／映像などの転送サービ

ス、電子メールなどの転送サービス等)を識別して、サービスクラスに応じた転送サービス

を実現するサービス方式として、ＤｉｆｆＳｅｒｖ(Differentiated Service)がある。

Ｃ ＩＰネットワークにおけるＱｏＳの保証内容に関するパラメータとして、ネットワークの

効率を表す伝送路でのスタッフ率及びパケットフィルタリングがある。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰネットワークにおける伝送遅延とアプリケーションについて述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① リアルタイム形アプリケーションに求められるＱｏＳの一つとして、一般に、

伝送遅延の小さいことが挙げられる。

② ストリーム形アプリケーションでは、ストリームを忠実に再生するために、

再生点(Playback Point)とも表現される最大遅延値を踏まえてパケット信号の

再生時間が制御される。

③ ストリーム形アプリケーションでは、平均遅延値が小さいことよりも、入出

力するデータの等時性を確保するために、最大遅延値が明らかであることが必

要とされる。

④ ＨｉＦｉ音楽伝送などのパケット信号の欠落が許されない忠実度が重要なア

プリケーションは、パケット信号の欠落が起きないように、ネットワークでの

平均遅延値が必要とされ、許容形アプリケーションといわれる。

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰ電話のＱｏＳについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ＩＰ電話の品質要因には、ＩＰネットワークの伝送品質及びパーソナルコンピュータ又は

ＩＰ電話端末機器の特性などがある。

Ｂ ＩＰ電話の通話品質の評価基準には、総合音声伝送品質(Ｒ値)などがある。

Ｃ ＩＰネットワークの伝送品質におけるＩＰパケット転送品質尺度には、ＩＰパケット損失

率、平均パケット遅延、ＩＰパケット誤り率などがある。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない


